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勿

論

古

代

人

の

經

濟

的

文

化

に

の

慘

禍

に

及

ぶ

可

き

」

を

述

ぶ

る

に

在

る

。

對
し
て
多
少
の
敍
述
が
な
く
は
な
い
が
、
を

れ

は

甚

だ

現

在

に

於

て

描

出

し

た

將

來

の

狀

腺

は

矢

張

り

現

在
 

尠

少

で

あ

る

。

我

が

祖

先

の

此

.0
:

方

面

の

生

活

を
|

層

广

の

狀

態

で

あ

る

。

將

來

は

何

人

も

現

在

^

於

て

開

く

こ

. 

明

瞭

に

す

る

に

あ

ら

ず

ん

ば

、

日

本

古

代

文

化

の

硏

究

j

>■

こ

の

出

來

ぬ

幽

昏

神

秘

の

裡

に

難

さ

れ

て

ゐ

る

。

加

之
 

S

し

て

完

全

な

も

の

で

あ

る

ど

は
 

一

K

へ
，
な

い
.

ミ

，©

ふ

。

\

な

ら

ず

、

將

來

を

描

か

ん

苳

す

る

，1
切

の

計

聲

は

悉

く',

.

.

，(

野

，村

兼

へ

.太

郞

)

ー
_

 

ロ

ー

マ

シ

ス

の

性

質

を

帶

び

で

々

今

而

し

て

是

れ

等

 

’
荒

川

撒

課

社

鲁

主

義

衆

畔

判

.

 

..

I
:

の

も

の

は

他

日

革

命

に

於

け

る

人

民

の

創

造

力

を

微

颞

.

> 

四

六

.

.
版

.
ニ

.ニ

.

.

.
五

更

' 

^

«

ら

し

0 .

可

き

の
.

不
^

益

を

靖
.
_

~
~

'

て

ゐ

る

と
^

せ

ち

- ^

挪

樣

き

回

^

響
':
!

|

て

ゐ

る

。
然

し

な
^ >

ら

他

方

か
:?
>

言

へ

ば
-

具

體

的

觀

念

：

：

:

本

書

は

餐

獨

逸

帝

國

«
會

自

_
黨

首

領

ォ

ィ

ゲ

ネ

,

ー

は

其

の

實

現

に

.先

ん

す

る

も

の

で

あ

る

。

ク

ロ

。ホ

ト

キ
 

リ

ヒ

タ

ル

氏

の

原

著

を

へ

ン

リ

I
 ,

1フ

ィ

ト

坎

：
の

英_
 

|

ン

の

語

を

借

り

'て

言

ふ

な

ら

ば

、

多

數

の

物

理

學

:«
や

.
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i
c
t
u
r
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:

 

t
h
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S
o
d
a
l
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F
u
t
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(：

一
 

八

九

三

年

初

技

術

家

が

「

空

氣

よ

り

も

重

い

機

械

を

以

て

す

る

天

空
 

版

)

'
よ

り

！

：
出

ぜ

る

7P

の

で

お

る

。

小

說

體

を

以

で

叙

：

征

服

」

の

，
ロ

1

マ

ン

ス

を

其

の

具

體

的

形

餵

に

於

て

0 

述

せ

ら

れ

た

る

本

篇

の

- «
子

は

1「

社

會

軍

命

が

獨

逸

に.己

の

眼

前

に

歷

く

乙

ビ

が

な

か

づ

た

な

ら

ば

"

恐

ら

く
 

勃

昏

し

だ

も

の
€
假

定

し

て

、
：
：祉

會

主

義

に
- 1
.
,

て

實

现

現

代

に

於

け

る.航

空

術

の

進

步

は

a

み

得

ら

れ

な

か

つ
 

せ

ば

、

果

し

て

如

何

な

る

狀

態

を

現

出

す

る

か

を

描

寫

た

で

あ

ら

ぅ

。
現

.實

は

固

よ

り

小

說

よ

“
奇

で

あ

る

。
而
 

し

？

次

に

此

0'
社

會

主

義

實

現

の

：曉

：に

は

社

會

主

義

者

：

;
匕

て

苦

心

慘

儋

の

結

果

た

る

豫

定

0
訐

«

は

往

々

杞

し

::

f
;

.

■
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